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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　時計（１１０；１２０；２１０）の回転ベゼル装置（１１Ｌ；１２Ｌ；２１Ｌ）と、胴
（ＣＡ）と、前記胴に搭載される制御部材（ＣＯ）とを含み、
　前記回転ベゼル装置は、第一回転リング（Ｂ１）と、第二回転リング（Ｂ２）と、前記
第一回転リング及び前記第二回転リングを運動学的に結合可能な第一機械的結合要素（Ｃ
１；Ｃ１，ＲＢ１，ＬＲＢ１，ＤＲＢ１，ＧＲＢ１，Ｃ２，ＤＣ２；Ｃ１，ＲＢ１，ＬＲ
Ｂ１，ＳＲＢ１，ＤＲＢ１，ＤＲＢ２；Ｃ１，ＲＢ１，ＬＲＢ１；ＢＣ１，ＲＢＣ１）と
からなり、
　前記第一機械的結合要素は、前記第一回転リング及び前記第二回転リングの回転運動を
互いに独立可能な第一構成と、前記第一回転リング及び前記第二回転リングとを運動学的
に結合可能とする第二構成とを有し、
　前記胴に搭載される制御部材の動作により、前記第一構成と前記第二構成が決定される
ことを特徴とする、携帯時計側。
【請求項２】
　前記第一機械的結合要素は、前記第一回転リングと前記第二回転リングとを互いに固定
するよう配置される、請求項１に記載の携帯時計側。
【請求項３】
　前記第一回転リングは、刻印または指針を含む、請求項１または２に記載の携帯時計側
。
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【請求項４】
　前記第一回転リングは、前記第二回転リングを軸方向に及び／または半径方向に、覆う
及び／または隠すように配置される、請求項１から３のいずれか一項に記載の携帯時計側
。
【請求項５】
　前記第二回転リングは、前記第二回転リングと時計ムーブメントの機構（１１２；１３
２；２１２；２２２）とを運動学的に結合可能とする第二機械的結合要素（ＧＢ２）を含
む、請求項１から４のいずれか一項に記載の携帯時計側。
【請求項６】
　前記回転ベゼル装置は、前記第一及び前記第二回転リング間の段刻みの実行を可能とす
る第一段刻み要素（ＲＢ１；ＤＲＢ１）を含む、請求項１から５のいずれか一項に記載の
携帯時計側。
【請求項７】
　前記回転ベゼル装置は、前記第二回転リング上に、または別には第一回転リング上に形
成された形状と接触により協働する、前記第一回転リング上に、または別には前記第二回
転リング上に設置されたバネ（ＲＢ１）を含む、請求項１から６のいずれか一項に記載の
携帯時計側。
【請求項８】
　前記第二回転リングは、前記第二回転リングと携帯時計の胴または携帯時計側との間の
段刻みを実行可能な第二段刻み要素（ＲＢ２；ＤＲＢ２）を含む、請求項１から７のいず
れか一項に記載の携帯時計側。
【請求項９】
　前記第一機械的結合要素は、前記第二回転リング上を回転するよう設置され、障害物と
して携帯時計の胴（ＣＡ）に形成された形状と協働するよう設計されたカム（Ｃ１）を含
む、請求項１から８のいずれか一項に記載の携帯時計側。
【請求項１０】
　前記第一機械的結合要素は、切欠（ＤＣ２）が設けられたワッシャ（Ｃ２）を含む、請
求項１から９のいずれか一項に記載の携帯時計側。
【請求項１１】
　前記第一機械的結合要素は、前記第一段刻み要素（ＲＢ１，ＤＲＢ１）が設けられたワ
ッシャ（Ｃ２）を含む、請求項６、又は、請求項６を引用する請求項７から１０のいずれ
か一項に記載の携帯時計側。
【請求項１２】
　前記第一機械的結合要素は、少なくとも前記第一および第二回転リングの１つと係合可
能な、少なくとも１つの中間車（ＦＢＣ１）を含む、請求項１から１１のいずれか一項に
記載の携帯時計側。
【請求項１３】
　前記第一機械的結合要素は、前記第二回転リング上、別には胴上を回転するよう設置さ
れ、障害物として携帯時計の胴に、別には前記第二回転リングに、形成された形状と協働
するよう設計されたカム（Ｃ１）を含む、請求項１から８のいずれか一項に記載の携帯時
計側。
【請求項１４】
　前記第一機械的結合要素は、前記胴に対して直線運動するよう設けられ、障害物として
前記第二回転リング（Ｂ２）上に形成された形状と協働するよう設計された、カム（Ｃ１
）を含む、請求項１から８のいずれか一項に記載の携帯時計側。
【請求項１５】
　第一機械的結合要素は切欠（ＤＣ２）が設けられたワッシャ（Ｃ２）を含む、請求項１
から９または１４のいずれか一項に記載の携帯時計側。
【請求項１６】
　前記携帯時計側は、前記第二回転リングと前記胴（ＣＡ）とを相互に固定する第三機械
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的結合要素を含む、請求項１から１５のいずれか一項に記載の携帯時計側。
【請求項１７】
　前記携帯時計側は、補助リング（ＢＣ１）と前記胴（ＣＡ）とを相互に固定する第四機
械的結合要素を含む、請求項１から１６のいずれか一項に記載の携帯時計側。
【請求項１８】
　前記第三機械的結合要素は、前記胴に対して直線運動するよう設けられ、障害物として
前記第二回転リング（Ｂ２）上に形成された形状と協働するよう設計された、カム（Ｃ１
）を含む、請求項１６、又は、請求項１６を引用する請求項１７に記載の携帯時計側。
【請求項１９】
　前記第一機械的結合要素は、前記制御部材と協働するよう設計され、前記制御部材の構
成が前記第一機械的結合要素の構成を決定する、請求項１から１８のいずれか一項に記載
の携帯時計側。
【請求項２０】
　前記第三機械的結合要素は、前記制御部材と協働するよう設計され、前記制御部材の構
成が前記第三機械的結合要素の構成を決定する、請求項１６、又は、請求項１６を引用す
る請求項１７から１９のいずれか一項に記載の携帯時計側。
【請求項２１】
　前記第四機械的結合要素は、前記制御部材と協働するよう設計され、前記制御部材の構
成が前記第四機械的結合要素の構成を決定する、請求項１７、又は、請求項１７を引用す
る請求項１８から２０のいずれか一項に記載の携帯時計側。
【請求項２２】
　前記第一構成は第一位置であり、前記第二構成は第二位置である、請求項１から２１の
いずれか一項に記載の携帯時計側。
【請求項２３】
　前記制御部材は竜頭である、請求項１から２２のいずれか一項に記載の携帯時計側。
【請求項２４】
　請求項１から２３のいずれか一項に記載の携帯時計側を含む、時計（１１０；１２０；
２１０）。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯時計側のまたは携帯時計側用の回転式又は回転ベゼル装置に関する。本
発明はまた、当該装置を含む携帯時計側に関する。本発明は更に、当該携帯時計側または
当該装置を含む、時計、特に携帯時計に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１は、例えば時と分といった２つの異なる時刻表示を表示可能にするために、
２つの時間尺度に合わせて目盛を付けた２つの同心のベゼルが備えられた携帯時計側を開
示する。この解決策は、携帯時計側に非常に大きな外観上の影響を与えるという問題があ
る。
【０００３】
　特許文献２及び特許文献３は、要求に応じて作動され、時刻情報の表示専用のベゼルを
一方向または二方向に回転可能とする解決策を開示する。具体的には、これらの解決策は
、不必要なベゼルの回転により表示された時刻情報が歪められる危険性があるため、不必
要なベゼルの回転を防止するよう設計されたロック装置に関連する。これらの解決策によ
り、ベゼルは追加機能を実行することはできない。
【０００４】
　他の文献は、制御または調整部材または選択部材としても動作する回転式ベゼルを開示
する。特許文献４は、補助制御部材により、軸位置をロックするよう設計されたベゼルを
開示する。特許文献５は、時刻情報、特に時計の時間帯を設定可能なベゼルに関連する。
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特許文献６は、修正機能のセレクタとして動作するベゼルを開示する。こうした構造その
ものにより、ベゼルは追加機能を実行することはできない。
【０００５】
　特許文献７は、双機能ベゼルであって、その機能の一方または他方が選択部材の軸位置
によって作動される双機能ベゼルを開示する。第一の機能は、ムーブメントの巻戻し機能
であり、第二の機能は時刻設定の機能である。２つの機能間の切替は、従来の基本ムーブ
メントの機構により可能とされる。このためベゼルは、基本ムーブメントの歯車列と常時
噛合する。本解決策の問題の一つは、例えば時刻情報または時刻から派生する時刻情報を
提示するために制限なく回転できるように、基本ムーブメントとの係合を解くことができ
ないことにある。
【０００６】
　先行技術に鑑み、携帯時計側のベゼルは各種機能を発揮することが可能であることがわ
かった。ベゼルは、表示部材として動作する、または調整、制御または選択部材を構成す
ることができる。ベゼルはまた、時計ムーブメントの内部にあるクラッチ装置の起動によ
り２つの時計機能を制御する部材を構成することもできる。ベゼルはまた潜在的に、その
回転の起動の可否を決める、携帯時計側に付属する装置を伴うことができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】スイス特許出願公開第３０８６０１号
【特許文献２】米国特許第７４３４９８４号
【特許文献３】米国特許第７５７２０４９号
【特許文献４】欧州特許出願公開第１７７７５９８号
【特許文献５】国際特許出願公開第２００４／０５３５９９号
【特許文献６】欧州特許出願公開第２０１２１９９号
【特許文献７】国際特許出願公開第９７／３９３８６号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の目的は、上記不利益を解消することを可能とする装置を提供し、先行技術から
知られる回転式ベゼルを改善することである。具体的には、本発明は、いくつかの機能を
果たすことができる回転式ベゼル装置、即ち、特に時刻情報または時刻から派生する情報
を表示する機能を追加で果たすことが可能な、時計ムーブメント内に含まれる時刻機構の
調整機能または選択機能を果たすことが可能な、回転式ベゼル装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の態様の１つによれば、携帯時計側は請求項１に規定される。
【００１２】
　当該携帯時計側の様々な実施形態は、請求項２から２３に規定される。
【００１３】
　本発明の態様の１つによれば、時計は請求項２４に規定される。
【００１４】
　添付図面は、本発明による回転式ベゼル、及び当該回転式ベゼルを含む時計のいくつか
の実施形態と実施例のいくつかの変形例を一例として図示する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明による回転式ベゼルの第１実施形態の第１変形例の図である。
【図２】本発明による回転式ベゼルの第１実施形態の第１変形例の図である。
【図３】本発明による回転式ベゼルの第１実施形態の第１変形例の図である。
【図４】本発明による回転式ベゼルの第１実施形態の第１変形例の図である。



(5) JP 6741397 B2 2020.8.19

10

20

30

40

50

【図５】本発明による回転式ベゼルの第１実施形態の第１変形例の図である。
【図６】本発明による回転式ベゼルの第１実施形態の第１変形例の図である。
【図７】本発明による回転式ベゼルの第１実施形態の第１変形例の図である。
【図８】本発明による回転式ベゼルの第１実施形態の第１変形例の図である。
【図９】本発明による回転式ベゼルの第１実施形態の第１変形例の図である。
【図１０】本発明による回転式ベゼルの第１実施形態の第１変形例の図である。
【図１１】本発明による回転式ベゼルの第１実施形態の第２変形例の図である。
【図１２】本発明による回転式ベゼルの第１実施形態の第２変形例の図である。
【図１３】本発明による回転式ベゼルの第１実施形態の第２変形例の図である。
【図１４】本発明による回転式ベゼルの第１実施形態の第２変形例の図である。
【図１５】本発明による回転式ベゼルの第１実施形態の第２変形例の図である。
【図１６】本発明による回転式ベゼルの第１実施形態の第２変形例の図である。
【図１７】本発明による回転式ベゼルの第１実施形態の第２変形例の図である。
【図１８】本発明による回転式ベゼルの第１実施形態の第３変形例の図である。
【図１９】本発明による回転式ベゼルの第１実施形態の第３変形例の図である。
【図２０】本発明による回転式ベゼルの第１実施形態の第３変形例の図である。
【図２１】本発明による回転式ベゼルの第１実施形態の第３変形例の図である。
【図２２】本発明による回転式ベゼルの第１実施形態の第３変形例の図である。
【図２３】本発明による回転式ベゼルの第２実施形態の第１変形例の図である。
【図２４】本発明による回転式ベゼルの第２実施形態の第１変形例の図である。
【図２５】本発明による回転式ベゼルの第２実施形態の第１変形例の図である。
【図２６】本発明による回転式ベゼルの第２実施形態の第１変形例の図である。
【図２７】本発明による回転式ベゼルの第２実施形態の第１変形例の図である。
【図２８】本発明による回転式ベゼルの第２実施形態の第１変形例の図である。
【図２９】本発明による回転式ベゼルの第２実施形態の第１変形例の図である。
【図３０】本発明による回転式ベゼルの第２実施形態の第１変形例の図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本発明によれば、携帯時計側の回転式ベゼルは、補助制御部材の作動により、二つの別
個の機能を果たすことができる。これらの機能は、例えば、表示、調整、巻き上げ、また
は選択などもあり得る。このようなベゼルは、腕時計の表示及び／または調節手段を増加
すること、また同時に携帯時計側への外観に対する影響を最小限にすることを可能とする
。好ましくは、ベゼル制御部材は時計の竜頭であり、携帯時計の装着者に装置の組み込み
が見えないようになっている。
【００１７】
　このようなベゼルは、時計ムーブメント外部のクラッチの影響に基づき、当該ベゼルが
実行可能な二つの機能の一方または他方の作動を可能とする。
【００１８】
　各種構造で図示される本発明において、第一の時刻表示を表示及び調整するよう設計さ
れた携帯時計ベゼルは、時計の竜頭の軸位置に応じて、例えば、修正機能を選択または第
二の時刻情報を修正することができ、第二の時刻表示は第一の時刻表示から派生してもよ
いし、しなくてもよい。
【００１９】
　本発明による時計１１０の第１実施形態の第１変形を、図１から１０に基づき以下に説
明する。時計は特に携帯時計、具体的には腕時計である。時計は、１つ以上の時計機構１
１２を含む携帯時計ムーブメント１１３を包含する携帯時計側１１１からなる。
【００２０】
　携帯時計側は、胴ＣＡ、裏蓋ＦＤ、クリスタルＧＬ、及び回転式ベゼル装置１１Ｌから
なる。
【００２１】
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　回転式ベゼルまたは回転ベゼル装置１１Ｌは、第一回転リングＢ１、第二回転リングＢ
２、及び第一回転リングと第二回転リングとを運動学的に結合可能とする第一機械的結合
要素Ｃ１とからなる。
【００２２】
　このため、少なくとも２つの環状リングＢ１、Ｂ２は制御部材ＣＯの動作により、回転
して相互に結合または分離することができる。この制御部材ＣＯは、時計ムーブメント外
にある、第一機械的要素またはカムＣ１を介してベゼル１１Ｌを作動させる。ここでカム
とは、移動可能な部品の移動を阻止または許容可能な、全ての機械的要素を意味する。第
１実施形態では、このカムＣ１は、レバーまたは杼の形状を取り得る。ここでレバーとは
、回転運動可能な、少なくとも１つのアームを有する全ての機械的要素を意味する。ここ
で杼とは、直線運動可能な全てのカムを意味する。
【００２３】
　有利なことに、第一回転リングは、第二回転リングを軸方向に及び／または径方向に、
覆う及び／または隠すように、配置される。
【００２４】
　第１実施形態では、リングＢ１、Ｂ２は第一カムＣ１の直接的または間接的作動により
、互いに回転固定される。説明される全ての実施形態の変形例においてまた全ての実施形
態において、ベゼル制御部材ＣＯは時計の竜頭である。しかしながら、この部材は、例え
ば押しボタンや補助ベゼルといった、他の種類または構造であってもよい。
【００２５】
　図１に示す第１実施形態の第１変形例において、第一カムＣ１は竜頭ＣＯの軸位置に応
じて胴ＣＡに対して回転して移動することができる。この第一カムＣ１は、リングＢ２上
に装着され、その角距離は、図７に示すように、胴の環状座ＳＡ上に配置されたバネ装填
球ＲＢ２と協働するように設計された切欠ＤＲＢ２により定義される。第一カムＣ１はこ
こでは、図３及び６に示すように、ピンＰＣ１周りを旋回するレバーの形状を取る。
【００２６】
　竜頭ＣＯが図２、３の構成のようにねじ込まれた場合、リングＢ２をより少ない遊びで
胴ＣＡへ固着するように、カムＣ１の第一端部を胴に形成された切欠ＤＣＡに拘束するこ
とになり、このように障害物を設けることで、リングＢ２が胴に対して回転することを防
止する。この構成において、時刻表示板ＤＩＳに対して固定されたリングＢ１は、携帯時
計の装着者によりリングＢ２が作動されたとき、リングＢ２に対して回転することができ
る。このため、第一回転リングＢ１は、時刻を指示または時刻の派生物を指示する刻印ま
たは指針、特に少なくとも針といった時刻を指示または時刻の派生物を示す部材の一つと
協働することを意図した時刻を指示または時刻の派生物を指示する刻印または指針を含む
。
【００２７】
　ベゼル装置は、第一及び第二回転リング間の段刻みを可能とする第一段刻み要素を含む
。第一段刻み要素は、バネＲＢ１、例えば三角バネＲＢ１と、例えばリングの一つの座面
に形成された歯列ＤＲＢ１を含む。三角バネは、第一回転リング上に、またはそれぞれ第
二回転リング上に装着することができ、第二回転リング上に、または別には第一回転リン
グ上に作成された造形、特に円形突出部と接触することにより協働する。リングＢ１の角
距離は、図４及び５で示すように、段刻み要素により、特にペグＧＲＢ１の介在によりリ
ングＢ１と一体に回転するバネＲＢ１により、定義される。バネは、図４に示すように、
リングＢ２の座面上に形成可能な歯列ＤＲＢ１と協働することを意図した円形突出部ＬＲ
Ｂ１を有する三角バネであってもよい。このため、竜頭ＣＯがねじ込まれた場合、第一リ
ングＢ１は第二リングＢ２に対して、バネＲＢ１と歯列ＤＲＢ１とにより定義されるｎ個
の段刻みを有する。例として、歯列ＤＲＢ１はここでは、図１及び５に示すようにベゼル
１１Ｌの板ＤＩＳに添付された２４時間目盛に表示された時刻を指示及び調節するための
ｎ＝２４個の歯または円形突出部からなる。
【００２８】
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　図６に示すように、竜頭ＣＯが緩められた場合、図６に模式的に図示された戻りバネＣ
Ｒ１の影響により作動されるカムＣ１の第二端部は、リングＢ１の周囲に形成されたｍ個
の切欠ＤＢ１の１つに格納され、リングＢ１とＢ２を回転固定する。好ましくはｍはｎに
等しい。バネＲＢ１が行う段刻みはこれにより取り消され、図７に示すように、リングＢ
２のバネ装填球ＲＢ２と切欠ＤＲＢ２により定義される段刻みに移行する。このため、ベ
ゼル装置は、より一般的にはベゼル装置を包含する携帯時計側は、第二回転リングＢ２と
胴ＣＡ間の段刻みを実行可能な第二段刻み要素を含む。第二段刻みは、リングＢ２の例え
ば座に形成されたＭ個の切欠ＤＲＢ２の一つに格納されるよう設計された、一つ以上のバ
ネ装填球ＲＢ２を含んでいてもよい。
【００２９】
　このため、竜頭ＣＯが緩められた場合、ベゼル１１Ｌと胴の間の段刻みは、バネＲＢ２
及びＭ個の切欠ＤＲＢ２により定義されるＮ個の段刻みを有する。Ｎは、ｎと等しくても
よい。または、Ｎはｎと異なってもよい。
【００３０】
　好ましくは、第二回転リングＢ２は、第二回転リングを時計ムーブメント１１３の機構
１１２、特に修正または選択機構と運動学的に結合可能とする、第二機械的結合要素ＧＢ
２を含む。有利なことに、第二結合要素は、図８及び９に示すように、胴ＣＡ内で軸ＡＸ
周りを旋回するシャフトＡＲと噛合可能なピンＧＢ２を含む。このシャフトＡＲは、その
カムＣＡＲを介して、時計ムーブメント１１３の機構１１２を作動可能である。
【００３１】
　機構は、ムーブメントの機構を選択するカム、または時刻表示または時刻から派生する
表示を修正するランナーを含んでもよい。このため、竜頭ＣＯが緩められた場合、ベゼル
１１Ｌは例えば時刻表示または時刻から派生する表示の選択部材または調節部材を構成し
てもよい。特に、この構成では、ユーザーがベゼルに対して行った行為は、第一及び第二
リングを胴に対して回転させ、これによりシャフトＡＲを回転させて機構１１２を作動さ
せる。
【００３２】
　有利なことに、ベゼル１１Ｌが移動する円弧はこの場合厳密には３６０°より小さく、
または竜頭ＣＯが緩められた場合には１８０°より小さい。この角度範囲は、図９に示す
ように、リングＢ２のピンＧＢ２と、胴ＣＡの環状座ＳＡ上に形成された切欠ＤＧＢ２の
端部と、により定義される。
【００３３】
　第二回転リングを時計ムーブメント１１３の機構１１２と運動学的に結合可能とする第
二機械的結合要素は、異なる構造であってもよい。例えば、第二機械的結合要素は、シャ
フトＡＲ上に設けられた補完歯列と協働することを意図した係合歯列であってもよい。
【００３４】
　好ましくは、リングＢ２、リングＢ１、リングＢ１を支持する板ＤＩＳがリングＢ２が
回転される前にとっていた角位置に戻されない限り竜頭ＣＯをねじ込めないように、リン
グＢ２上には環状縁ＪＢ２が設けられる。この構造はまた、カムＣ１を竜頭ＣＯに対向す
るよう再配置可能とし、これにより竜頭をねじ込むことでカムＣ１を胴ＣＡに固定し、ま
たリングＢ２を指示しまた胴に対してその位置に留めることになる。
【００３５】
　このため、第１実施形態の第１変形例では、第一機械的結合要素は、第一回転リングＢ
１と第二回転リングＢ２との相互の回転動作を独立可能な第一構成、特に図３に示す第一
位置、と、第一回転リングＢ１と第二回転リングＢ２とを運動学的に連結させる第二構成
、特に図６に図示する第二位置、とを有する。第一機械的結合要素は、その第二構成にお
いて、特に第二位置において、第一回転リングと第二回転リングをより少ない遊びで固定
する、即ち第一及び第二リングを互いに動かないようにすることができる。
【００３６】
　この第１変形例では、携帯時計側は第一機械的結合要素と協働するよう設計された制御
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部材ＣＯ、特に竜頭を含み、制御部材の構成、特に位置が、第一結合要素の構成、特に位
置、を決定する。
【００３７】
　第１実施形態の第１変形例において、ベゼル装置は、胴と第二回転リングＢ２とが運動
学的に結合可能となる第一構成、特に図３に示す第一位置と、第二回転リングＢ２の胴に
対する回転動作を自由とする第二構成、特に図６に図示する第二位置と、を有する第三機
械的結合要素を含むことに言及する。第三機械的結合要素は、その第一構成、特にその第
一位置において、胴と第二回転リングとをより少ない遊びで結合する、即ち第二リングを
胴上に動かないようにすることができる。第三機械的結合要素は、その第二構成、特にそ
の第二位置において、第一及び第二リングをより少ない遊びで固定することができる。第
三機械的結合要素は、第一機械的結合要素同様、カムＣ１、特にレバーＣ１を含む。
【００３８】
　別段の記載がない限り、他の変形及び／または他の実施形態において、第１変形におい
て第一の要素を示すために用いた参照番号と同じ参照番号で示された第二の要素は、当該
第一の要素と同一の機能及び／または同一の構造を有する。
【００３９】
　他の変形と第一実施例の別形を区別する要素は、以下に説明する。
【００４０】
　本発明による時計１２０の第一実施例の第二変形例を、図１１から１７に基づき以下に
説明する。時計は特に携帯時計、具体的には腕時計である。時計は、１以上の時計機構を
含む時計ムーブメントを包含する携帯時計側１２１からなる。
【００４１】
　携帯時計側は、胴ＣＡ、裏蓋ＦＤ、クリスタルＧＬ、及び回転式ベゼル装置１２Ｌから
なる。
【００４２】
　回転式ベゼルまたは回転ベゼル装置１２Ｌは、第一回転リングＢ１、第二回転リングＢ
２、及び第一回転リングと第二回転リングとを運動学的に結合可能な第一機械的結合要素
Ｃ１、ＲＢ１、ＤＧＲＢ１、ＧＲＢ１、ＬＲＢ１、ＤＲＢ１、 Ｃ２、ＤＣ２からなる。
【００４３】
　第一実施例の第二変形において、カムＣ１及びバネＲＣ１は胴ＣＡ内に配置され、竜頭
ＣＯに対して同軸上に装着される。カムＣ１は、 バネＲＣ１及び竜頭ＣＯの影響の下、
胴に対して直線運動可能な杼である。このカムは、図１２に図示するように、カムＣ１の
突起Ｓ１１を収容するよう設計された、胴ＣＡ内に作成された切欠ＤＣＡにより角度的に
支持される。
【００４４】
　図１２から１４に図示するように、竜頭ＣＯをねじ込む場合、リングＢ２は、カムＣ１
の突起ＳＣ１がリングＢ２の環状縁ＪＢ２内に設けられた切欠ＤＢ２に収容されることで
、カム１の影響により、回転を阻止される。
【００４５】
　当該第二変形例において、回転式ベゼル装置は、第一及び第二リング間の段刻みを実施
可能とする第一段刻み要素を含む。第一段刻み要素は、ピンＧＲＢ１を介在してリングＢ
２上に装着されたバネ、特に三角バネＲＢ１を含む。バネの円形突出部ＬＲＢ１は、図１
４に図示するようにリングＢ１の周囲に形成された内部歯列ＤＲＢ１と協働するよう設け
られる。このため、竜頭ＣＯをねじ込む場合、三角バネのピンＧＲＢ１は、リングＢ２の
表面に形成された横長の形の切欠ＤＧＲＢ１内を移動可能であり、これによりリングＢ１
をリングＢ２に対して回転し、ｎ個の段刻みを超えて段刻みすることを可能とする。
【００４６】
　竜頭ＣＯが緩められることにより、図１５から１７に図示するように、リングＢ２が自
由となり回転可能となり、リングＢ２がリングＢ１とバネＲＢ１の動作の影響の下で回転
駆動される。リングＢ２が回転をはじめると、三角バネＲＢ１の移動は、胴ＣＡに固定さ
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れたワッシャＣ２経由で取り消され、胴の切欠ＤＣ２の寸法は、バネのピンＧＲＢ１の径
方向への移動を阻止する。このため、リングＢ１及びＢ２は、相互に完全に回転固定され
る。
【００４７】
　この実施形態の変形例において、ワッシャＣ２は、突起ＳＣ２経由で胴に固定され指示
され、突起ＳＣ２は胴ＣＡ上に固着されるバンドＡの周囲に形成される切欠ＤＡに挿入さ
れる。
【００４８】
　実施形態の第１変形例と同様、携帯時計側はリングＢ２を胴に対して段刻みする、第二
段刻み要素を含む。この第二段刻み要素は、図１１に示すように、リングＢ２の切欠ＤＲ
Ｂ２と協働するバネ充填球ＲＢ２を含む。このため、竜頭ＣＯが緩められた場合、ベゼル
１２Ｌは、バネＲＢ２と切欠ＤＲＢ２とで規定されるＮ個の段刻みに亘り段刻みされる。
このＮの数は、バネＲＢ１及び歯列ＤＲＢ１により定義される段刻みの数であるｎと同一
であっても同一でなくてもよい。
【００４９】
　実施形態の第１変形例と同様、回転式ベゼル装置は、リングＢ２と時計機構との間を結
合する第二要素を含む。この第二結合要素は、リングＢ２上に設けられた、胴ＣＡ内で旋
回するシャフトと係合可能なピンＧＢ２を含み、このためベゼルは時刻表示の調整用また
は時刻から派生した表示の調整用部材を構成することができる。ベゼル１２Ｌが移動する
円弧は、ここでは厳密には３６０°より小さく、または竜頭ＣＯが緩められた場合、１８
０°よりも小さい。この角度範囲は、ワッシャＣ２の切欠ＤＣ２の数、分布及び角度範囲
により特に定められる。環状縁ＪＢ２もまたリングＢ２の周囲に設けられ、これにより竜
頭のねじ込みは、リングＢ２の切欠ＤＢ２がカムＣ１に対向するときのみ実行可能となる
。
【００５０】
　第１実施形態の第二変形例においては、ベゼル装置は、胴と第二回転リングＢ２とを運
動学的に結合可能とする第一構造、特に第一位置と、胴に対する第二回転リングＢ２の回
転を自由とする第二構造、特に第二位置と、を有する第三機械的結合要素を含むことに言
及する。第三機械的結合要素は、その第一構造、特に第一位置において、胴と第二回転リ
ングとをより少ない遊びで固定する、即ち第二リングを胴上に動かないようにすることが
できる。第三機械的結合要素は、杼Ｃ１を含む。
【００５１】
　本発明による時計１３０の第一実施例の第三変形例を、図１８から図２２を参照しなが
ら以下に説明する。時計は特に携帯時計、具体的には腕時計である。時計は、１以上の時
計機構１３２を含む時計ムーブメント１３３を包含する携帯時計側１３１からなる。
【００５２】
　携帯時計側は胴ＣＡ、裏蓋ＦＤ、クリスタルＧＬ、及び回転式ベゼル装置１３Ｌからな
る。
【００５３】
　回転式ベゼルまたは回転ベゼル装置１３Ｌは、第一回転リングＢ１、第二回転リングＢ
２、及び第一回転リングと第二回転リングとを運動学的に結合可能とする第一機械的結合
要素Ｃ１、ＲＢ１、ＬＲＢ１、ＳＲＢ１、Ｃ２、ＤＣ２からなる。
【００５４】
　第１実施形態の第三変形において、リングＢ２は３６０°以上回転可能である。バネＲ
Ｂ２、特に三角バネＲＢ２は、ピンＧＲＢ２の介在を通じてリングＢ２に対して回転固定
されており、ピンＧＲＢ２はリングＢ２の横長の切欠ＤＧＲＢ２内を移動可能に設計され
ている。いる。
【００５５】
　胴ＣＡ上に直接固着されたワッシャＣ２は、一方では、三角バネＲＢ２の円形突出部Ｌ
ＲＢ２と協働するよう設計された歯列ＤＲＢ２を有し、他方では、第二変形と同様、リン
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グＢ２が回転駆動されたときに三角バネＲＢ１の動作を取り消すよう設計された手段ＤＣ
２を有する。図１８から図２２で図示された実施形態の特定の変形では、歯列ＤＲＢ２の
歯と手段ＤＣ２とは合致する。あるいは、ワッシャＣ２の周囲、特に外周に２段で段付け
を行い、歯列ＤＲＢ２を一段目に、手段ＤＣ２を二段目に形成し、またはその逆に形成し
てもよい。
【００５６】
　有利なことに、バネＲＢ２、特にワッシャＣ３の横長の形切欠ＤＧＲＢ２’内を移動可
能に設計されているピンＧＲＢ２の介在を通じてリングＢ２に回転の意味で固定されてい
るリングＣ３は、バネＲＢ１、ＲＢ２の適切な組み付け及び機能性を可能とするために提
供される。
【００５７】
　図１９に示すように竜頭ＣＯをねじ込むと、リングＢ１は、第二変形と同様、カムＣ１
を介して胴に固定されているリングＢ２に対して回転駆動可能となる。当該構成において
、バネＲＢ１の円形突出部ＬＲＢ１に設けられた突起ＳＲＢ１は、当該目的のために構成
された歯列ＤＲＢ２のＮ個の凹部内を移動可能である。
【００５８】
　Ｎは、バネＲＢ２と歯列ＤＲＢ２とで定義された段刻みの数に対応する。Ｎは好ましく
はｎの倍数または因数であり、ここでｎはバネＲＢ１と歯列ＤＲＢ１とで定義される段刻
みの数である。
【００５９】
　図１８から図２２に示す実施形態の特定の変形において、歯列ＤＲＢ１及びＤＲＢ２は
同数の歯を有する。バネＲＢ１と協働するよう設計された歯列ＤＲＢ１は、ベゼルＬの板
ＤＩＳに添付された２４時間目盛に表示された第一時刻表示を指示及び調節するための２
４個の歯からなり、バネＲＢ２と協働するよう設計された歯列ＤＲＢ２は、例えば第一時
刻表示から派生する第二時刻表示を調整する２４個の段刻みからなる。前述の変形と同様
、当該目的のためリングＢ２はピンＧＢ２を有し、ピンＧＢ２は、ムーブメント１３３の
機構１３２、特に第二時刻情報を調整するランナー、と歯合する胴ＣＡ内を旋回するシャ
フトＡＲを作動可能である。
【００６０】
　竜頭ＣＯをゆるめることで、カムＣ１とバネＲＣ１の影響下、リングＢ２が自由となり
、リングＢ２はベゼル１３Ｌにより回転駆動可能となる。ベゼル１３Ｌの回転駆動により
、三角バネＲＢ１の突起ＳＲＢ１及び円形突出部ＬＲＢ１の移動は、歯列ＤＲＢ２の歯、
特に歯の頂点、により、及び歯列ＤＲＢ１の歯により、３６０°／Ｎに実質的に等しい角
度振幅に亘り、それぞれ取り消されることができる。このため、竜頭ＣＯが緩められ、ユ
ーザーがベゼルを操作した場合、リングＢ１はバネＲＢ１の作用を介してリングＢ２を回
転駆動し、リングＢ１、Ｂ２は回転により接合または相互に動かないようにする。
【００６１】
　当該変形例において、第一機械的結合要素は、カムＣ１、ワッシャＣ２、及び歯列ＤＲ
Ｂ２、バネＲＢ１、及び歯列ＤＲＢ１からなる。
【００６２】
　当該変形例において、第二機械的結合要素はピンＧＢ２と可能であればシャフトＡＲか
らなる。
【００６３】
　当該変形例において、第三機械的結合要素はカムＣ１、特に突起ＳＣ１及びリングＢ２
、特にリングＢ２の開口部ＤＢ２、からなる。
【００６４】
　当該変形例において、第一段刻み要素はバネＲＢ１及び歯列ＤＲＢ１からなる
【００６５】
　当該変形例において、第二段刻み要素はバネＲＢ２及び歯列ＤＲＢ２からなる。
【００６６】
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　あるいは、第一機械的結合要素は、バネＲＢ１が発生するトルクが明らかにトルクＲＢ
２が発生するトルクより大きい場合、カムＣ１、バネＲＢ１及び歯列ＤＲＢ１のみからな
ってもよい。実施形態の当該変形例において、バネＲＢ１はバネＲＢ１の円形突出部ＬＲ
Ｂ１のそれぞれに形成される突起ＳＲＢ１を省いてもよく、バネＲＢ１は、竜頭ＣＯが緩
められるとリングＢ１の歯列ＤＲＢ１の２つの歯の間にそれぞれ落下する円形突出部ＬＲ
Ｂ１のみを介してリングＢ１に固定される。
【００６７】
　説明した実施形態の変形例のそれぞれにおいて、リングＢ１、Ｂ２はそれぞれバネＲＢ
１、ＲＢ２及び歯列ＤＲＢ１、ＤＲＢ２により段刻みされる。しかしながら、少なくとも
一つのリングが段刻みきのないベゼルを用いることも完全に可能である。
【００６８】
　実施形態の第２及び第３変形例において、ワッシャＣ２の幾何学的形状ＤＣ２は、バネ
ＲＢ１及びリングＢ１の歯列ＤＲＢ１間の段刻みを取り消すよう設計されている。ワッシ
ャＣ２は、バネＲＢ１及び歯列ＤＲＢ１が発生するより多くのトルクがバネＲＢ２及び歯
列ＤＲＢ２が発生するトルクよりも明らかに大きい場合、及びリングＢ２が３６０°を超
えて回転可能な場合に、任意となる。
【００６９】
　実施形態の各変形例において、リングＢ１、Ｂ２は両方向に回転駆動可能である。もち
ろん、バネＲＢ１、ＲＢ２及び歯列ＤＲＢ１、ＤＲＢ２は、リングＢ１及び／またはリン
グＢ２を回転の一方向のみに移動するよう構成されてもよい。
【００７０】
　時計の第二実施形態において、リングＢ１及びＢ２は歯付きである。両リングは、少な
くとも１つの中間車ＲＢＣ１により運動学的に結合可能である。中間車は、レバー上また
は補助リングＢＣ１上で旋回可能である。レバーまたは補助リングは、カムＣ１及び／ま
たはバネＲＣ１を介して直接的にまたは間接的に作動される。第１実施形態同様、カムＣ
１は制御部材ＣＯ、特に竜頭により操作される。
【００７１】
　本発明の時計２１０の第二実施形態の第１変形例を、図２３から３０に基づき以下に説
明する。時計は、特に携帯時計、具体的には腕時計である。時計は、１つ以上の時計機構
２１２を含む時計ムーブメント２１３を包含する携帯時計側２１１からなる。
【００７２】
　携帯時計側は、胴ＣＡ、裏蓋ＦＤ、クリスタルＧＬ、及び回転式ベゼル装置２１Ｌから
なる。
【００７３】
　回転式ベゼルまたは回転ベゼル装置２１Ｌは、第一回転リングＢ１、第二回転リングＢ
２、及び第一回転リングと第二回転リングとを運動学的に結合可能とする第一機械的結合
要素ＢＣ１、ＲＢＣ１からなる。
【００７４】
　第一機械的結合要素は、レバーＢＣ１からなる。レバー用の枢軸ピンＰＢＣ１は、図２
６に示すように、胴ＣＡの環状座ＳＡ上に配置される。
【００７５】
　ベゼルの角度インデックスの間隔３６０°／ｎは、制御部材の位置にかかわらずここで
は同一である。間隔は、リングＢ１が支える単一唯一の三角バネＲＢ１により定義される
。このバネは、第１実施形態の第１変形の方法と同一の方法で、リングＢ１に組み付けら
れる。
【００７６】
　竜頭ＣＯを図２４から２７に示すようにねじ込むと、竜頭ＣＯは、図２６に示すように
、カムＣ１を介してレバーＢＣ１を、リングＢ１、Ｂ２のそれぞれの歯列ＤＢ１’、ＤＢ
２’が中間車ＲＢＣ１に届かない位置に維持する。この構成において、リングＢ１は、バ
ネＲＢ１により保持され、バネＲＢ１の円形突出部ＬＲＢ１は、胴ＣＡに固定されたバン
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ドＡにより支えられる歯列ＤＲＢ１と協働するよう設計される。リングＢ２自体は、バネ
ワッシャＲＣ１の摩擦により、及び／または胴内で旋回するシャフトＡＲからくる抵抗ト
ルクにより、位置に維持される。
【００７７】
　このため、竜頭ＣＯをねじ込むと、リングＢ１は、バネＲＢ１と歯列ＤＲＢ１により定
義されるｎ段階で、リングＢ２に対して回転可能となる。竜頭ＣＯを緩めることで、図２
８及び２９に示すように、レバーＢＣ１をバネの、特にワッシャＲＣ１の板バネの効果の
下で回転させ、これによりリングＢ１とＢ２を中間車ＲＢＣ１を介在して係合させる。こ
の構成において、リングＢ１とＢ２は、バネＲＢ１と歯列ＤＲＢ１により定義されるｎ段
階で、胴ＣＡに対して回転可能である。この構造において、リングＢ２の歯列ＤＢ２’は
、胴内で旋回するシャフトＡＲの歯列ＤＡＲと噛み合う。上述の変形例として、当該シャ
フトは、機構２１２と、特にムーブメントを選択または調整するための部材と噛み合うこ
ともできる。
【００７８】
　この変形例では、バネＲＣ１は、図２８に示すように、中間車ＲＢＣ１を介してレバー
ＢＣ１を動作させる。
【００７９】
　好ましくは、バネＲＣ１は、カムＣ１、レバーＢＣ１、及びバネＲＣ１からなる係合装
置が、リングＢ１とＢ２間で伝達されるトルクのリミッターを構成するような寸法である
。このような装置は、バネＲＢ１と歯列ＤＲＢ１が発生するトルクよりも明らかに大きな
トルクをシャフトＡＲが伝達可能な場合、特に有用である。
【００８０】
　このような構造は、２つの別個の機能を発揮可能なベゼル２１Ｌを実施するのに最低限
の構成部分のみを必要とするという利点を有する。
【００８１】
　この変形例では、第一機械的結合要素は、レバーＢＣ１及び中間車ＲＢＣ１からなる。
【００８２】
　この変形例では、第二機械的結合要素は、歯列ＤＢ２’とＤＡＲ、及び可能であればシ
ャフトＡＲからなる。
【００８３】
　この変形例では、第三機械的結合要素は好ましくは、バネワッシャＲＣ１からなる。
【００８４】
　この変形例では、第一段刻み要素は、バネＲＢ１及び歯列ＤＲＢ１からなる。
【００８５】
　この変形例では、第二段刻み要素は、バネＲＢ１及び歯列ＤＲＢ１からなる。
【００８６】
　本発明の時計の第二実施形態の図示しない第二変形例を以下に説明する。時計は特に携
帯時計、具体的には腕時計である。時計は、１つ以上の時計機構を含む時計ムーブメント
を包含する携帯時計側からなる。
【００８７】
　携帯時計側は、胴、裏蓋、クリスタル、及び回転式ベゼル装置からなる。
【００８８】
　回転式ベゼルまたは回転ベゼル装置は、第一回転リング、第二回転リング、及び第一回
転リングと第二回転リングとを運動学的に結合可能とする第一機械的結合要素からなる。
【００８９】
　第二変形では、第一機械的結合要素は第一及び第二リングと同軸で、第一及び第二リン
グを運動学的に結合するよう設計された少なくとも１つの遊星ギアの遊星キャリアを構成
する、補助リングを含んでもよい。このため、ここでのベゼルは、第一及び第二リングを
運動学的に結合するよう設計された遊星ギアセットを含む。この第二変形では、補助リン
グは好ましくは、第三リングに回転の意味で固定されており、第三リング上には時刻情報
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を示すディスクが固着される。当該実施形態の変形では、ディスクは、ベゼルを竜頭を緩
める位置に操作したときに第一リングから切り離し可能になるという、特別な特徴を有す
る。
【００９０】
　実施形態の第１変形と異なり、ベゼル間隔は、別個の第一及び第二バネの利用により、
竜頭の位置に応じて変更可能である。
【００９１】
　第１実施形態の第二及び第三変形と同様に、竜頭をねじ込むと、第一リングは、竜頭と
同軸に配置されたカムまたは杼を介して胴に固定されている第二リングに対して回転駆動
可能となる。このために、カムは第二リングの外周に形成されたＮ個の切欠の１つに収容
される。Ｎは、好ましくは第１実施形態の第一及び第二変形同様の、バネと第二リングの
切欠により定義される段刻みの数と同一であってもよい。第一リングの角距離は、好まし
くはピンの介在によりリングＢＣ１とＢＤＩＳと一体として回転する三角バネにより定義
され、ピンは単一または複数の遊星ギアの旋回用に、有利には補助リングと第三リングを
固定するために提供されてもよい。バネの円形突出部は、胴に固定されたリングに取り付
けられた歯列と協働するよう設計されてもよい。このため、竜頭がねじこまれると、ベゼ
ルは、第一バネ及び歯列により定義されるｎ個の段刻みを超えて段刻みされる。例として
、歯列は、ベゼル２２Ｌのディスクに添付された２４時間目盛に表示される時刻を表示及
び調整するよう、２４個の歯で形成されてもよい。
【００９２】
　竜頭を緩めると、カムは補助リングの外周に形成されたｎ個の切欠の１つに係合するよ
う設計され、これにより補助リングと第三リングを回転の意味で阻止する。ディスクはこ
のため、竜頭を緩める前にとっていた角度位置に阻止される。第二リングは、単一または
複数の中間車の作用により、第一リングの回転の影響を受けて回転駆動可能である。この
構成では、第一三角バネが行う段刻みは取り消され、第二バネと第二リングの切欠で定義
される段刻みが優先する。ベゼル、特に第一リングは、
【００９３】
【数１】

【００９４】
個の切欠を超えて回転可能であり、ここでz_B1及びz_B2はそれぞれ第一及び第二リングの
歯の数である。
【００９５】
　実施形態のこれまでの変形同様、第二リングは、そのピンの介在を通じ、胴内を旋回す
るシャフトと噛み合うことができる。当該シャフトは、カムを介して、機構、特にムーブ
メント機構を選択するカム、または時刻表示または時刻から派生する表示を修正するラン
ナを作動させることができる。
【００９６】
　本変形例では、第一機械的結合要素は、補助リングと、遊星ギアとからなる。
【００９７】
　本変形例では、第二機械的結合要素はピンと、可能であればシャフトとからなる。
【００９８】
　本変形例では、第三機械的結合要素は、カムと、補助リングの切欠とからなる。
【００９９】
　本変形例では、第四機械的結合要素が、補助リングと胴とをより少ない遊びで固定する
ことを可能とする。当該要素は、カムと、補助リングの切欠とからなる。
【０１００】
　本変形例では、第一段刻み要素は、第一バネと歯列とからなる。
【０１０１】
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　本変形例では、第二段刻み要素は、第二バネ、特にバネ充填球と、歯列とからなる。
【０１０２】
 第二実施形態では特に、第一及び第二リングを３６０°以上回転させることが可能であ
る。
【０１０３】
　上述した様々な変形では、リングＢ１及びＢ２は回転の両方向に駆動可能である。もち
ろん、リングＢ１及び／またはＢ２が回転の一方向のみに移動するよう、バネＲＢ１、Ｒ
Ｂ２と歯列ＤＲＢ１、ＤＲＢ２を構成することもできる。
【０１０４】
　本明細書の全体にわたり、「回転リング」とは、好ましくは他の要素に対して、特に他
のリングまたは胴に対して回転可能なリングを意味する。好ましくは、回転リングは、他
のリングに対して、自身の軸周りに旋回可能である。好ましくは、２つのリングの軸は一
致する。好ましくは、回転リングは、他のリングに対して、自身の軸周りに旋回可能であ
る。好ましくは、２つのリングの軸は一致する。好ましくは、リングの軸と胴の軸は一致
する。
【０１０５】
　本明細書の全体にわたり、「第一リング及び第二リングを運動学的に結合可能とする機
械的結合要素」とは、好ましくは、その構造により、以下を可能とする要素を意味する。
-             第一及び第二リングを回転の意味で結合または固定、特に固着させる、ま
たは
-             第一及び第二リングを、独立させる。
【０１０６】
　このため、第一の構成において、回転式ベゼルの操作により、ユーザーは胴に対して第
一リングを回転駆動可能な一方、第二リングは胴に対して固着を維持する。これにより、
第一時計機能を果たすことができる。そして、第二の構成において、回転式ベゼルの操作
により、ユーザーは胴に対して第一リング及び第二リングを回転駆動可能となる。これに
より、第二時計機能を果たすことができる。
【符号の説明】
【０１０７】
１１Ｌ　ベゼル装置
１１０　時計
１１１　携帯時計側
１１２　機構
１１３　時計ムーブメント
Ｂ１　第一回転リング
Ｂ２　第二回転リング
Ｃ１　カム
ＣＡ　胴
ＣＯ　竜頭
ＤＲＢ１　歯列
ＤＲＢ２　切欠
ＧＢ２　ピン
ＲＢ１　バネ
ＲＢ２　バネ装填球
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